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【増田聡ゼミナール】 2025 年度 活動報告 

 

対象地域 全国 

テーマ まちづくりプロジェクトの理解と実践 

キーワード 都市・地域計画，まちづくり、計画思想と地域実践、被災地復興、 

 

● まちづくりプロジェクトの進め方の理解と、その発議・企画・評価のための基礎力養成 

地域課題の解決、新たな生活価値の創出などを目的として、「まちづくりプロジェクト」の発

議・企画から実施・評価に到る一連のプロセス（ライフ・サイクル）のあり方を理解した上で、そ

の実践の現場で求められるプロジェクト遂行の基礎力獲得を目指したゼミ活動を進めていま

す。特にゼミ前半では、小地沢（2020）や PMBOK ガイド等の輪読・報告・討論を通じて、そ

れぞれの地域の強みを生かして、まちづくり活動を前進させるための枠組みと、そのプランニ

ング・プロジェクト化における課題（テーマ・ゴール、事業主体の設定と連携、プロジェクトの始

め方・終わり方、進捗管理・広報・事後評価…）への理解を深め、体系化された知識や方法論の

基礎を身につけることを目指しています。 

 

⚫ 小地沢将之（2020）『まちづくりプロジェクトの教科書』、森北出版 

⚫ PMI 日本支部（2021）『プロジェクトマネジメント知識体系ガイド 第 7 版』ほか 

⚫ 杉崎和久・高橋英子・伊藤若菜・渡辺俊一・小泉秀樹（1997）「用語『まちづくり』の成立過

程（1945-1975）」、日本建築学会・学術講演梗概集 F-1, 537-538 頁 
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● まちづくりプロジェクトの事例発掘とプロジェクト化による社会変革の可能性 

近年各地で盛んに取り組まれている「まちづくりプロジェクト」について、市民や NPO、企業

や自治体などによる具体的事例を通じて、それらの実施経過と実装・実践時の制約・問題点と

その対応策を理解することから、前記項目で学んだ知識や方法論を現場に導入・展開するため

のノウハウが理解できるようになることを目指します。そのためゼミ後半では、下記のような

調査・事例集・研究論文等の精読を通じて、国内外のベスト・プラクティスの展開・波及（及び限

界）を学びます。 

 

⚫ 日本都市センター「都市調査研究グランプリ」 

https://www.toshi.or.jp/research-activities/ 

⚫ 地方シンクタンク協議会「論文アワード」https://www.think-

t.gr.jp/award2025.html 

⚫ ブランド総合研究所「地域ブランド調査」 https://www.tiiki.jp/index.php 

⚫ 国土交通省「不動産業アワード」

https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/kyousou_awards/ 

⚫ Location Business & Marketing Association Japan「位置情報アワード・カオ

スマップ」 https://www.lbmajapan.com/locationaward2025 

⚫ 復興庁「産業復興事例集」 https://www.reconstruction.go.jp/jireishuu/list/ 

復興庁『新ハンズオン支援事業・結の場の事例を踏まえた支援実施のポイント』 vol.2 

https://www.reconstruction.go.jp/jireishuu/past/pdf/r7.pdf 
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● まち歩き・フィールドワークで「都市・地域経済・地域デザイン」を読み解くために 

「地理と歴史（空間と時間）。これらに関わる時空間的制約に、人々の活動はどれほど左右さ

れてきたのか？」、「それらの制約を乗り越えることは、どこまで可能か？」、「そのために人々

はどのような工夫をプランニングしてきたのか？」というような基本的な論点を背景に、地域

（経済）政策・都市計画・まちづくりは展開されてきました。地域経済学科のゼミ活動としては、

「とりわけ、様々な社会・経済主体（地域企業や自治体、住民組織など）は、どのような意図と目

的の下に活動を進め、現実の都市空間・地域景観に如何なる痕跡を残しつつ現在までの変化

をもたらしてきたのか」に注目することが重要です。近年このような視点から幾つかのテキス

トも出版されており、ゼミ活動ではそれらの輪読と報告・討論を通じて、これらの問題群へのア

プローチを試みています。 

⚫ 中島賢太郎・手島健介・山﨑潤一（2025）『歩いて学ぶ都市経済学』、日本評論社 

⚫ 佐藤泰裕（2025）『経済学を手がかりに、都市と地方を論じてみよう』、有斐閣 

⚫ 中川寛子（2023）『路線価図でまち歩き：土地の値段から地域を読みとく』、学芸出版社 

⚫ 山納洋（2019）『歩いて読みとく地域デザイン：普通のまちの見方・活かし方』、学芸出版社 

⚫ 山納洋（2025）『歩いて読みとく地域経済：地域の営みから考えるまち歩き入門』、学芸出

版社 

⚫ 寺川政司（20 25）『実践から学ぶ まちづくり入門講座』、学芸出版社 

⚫ 皆川典久編（2026）『東日本スリバチ地形まち歩き 1 宮城・茨城・栃木・群馬・埼玉・東京山

の手編』、学芸出版社 
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